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[研究] 

①主にJFE21世紀財団2017年度アジア歴史研究助成（2018年1月～2019年12月）の成果である「中国における法律扶助条例下の

民事法律扶助の展開に関する一考察――当局はなぜ拡充してきたのか？」（1）・（2）を阪大法学71巻1・2号に公表した。また（3）を同

72巻1号に寄稿した。 

②科研費（JP18K01214、JP21K01099）の成果の一部として「中国の最高人民法院における犯罪に起因する不法行為損害賠償法

の独自性について――「刑事」と「民事」の関係の一齣」を「体制転換と法」研究会（オンライン、2021年12月11日）で報告した。 

③野村財団2020年度社会科学助成を受けて、「中国における司法取引制度の創設背景・過程と運用状況をめぐる比較法的考察」の

研究を進めた。 

 

[教育] 

①法学の基礎（法学部・2単位）を分担・とりまとめ教員 

②中国法（法学部・4単位）を担当 

③演習1a・b、法政基礎演習a・b（法学部・2単位）を担当 

④中国法・中国法特殊講義（法学研究科・2単位）を担当 

⑤法理論（高等司法研究科・2単位）を分担 

⑥法の世界（共通教育・2単位）を担当 

⑦基礎法研究会の開催（オンライン、2022年3月17日） 

 

[管理運営］ 

①入試委員を務めた。大学入学共通テスト・豊中総合学館試験場および個別学力検査等（追試験）の試験実施責任者を、個別学力

検査等の同副責任者を務めた。また学部入試制度小委員会（2021年11月16日）に代理出席した。 

②安全衛生管理室長を務めた。また2021年12月22日に行われた産業医巡視に参加し、2021年度大阪大学秋季安全衛生集中講

習会を受講した。 

③FD委員（学内）を務めた。またこれに伴いFD委員（部内）を務めた。 

 

[社会貢献］ 

「社会体制と法」研究会運営委員（2020～2022） 

 

[特記事項］ 

更新時期到来に向けて、大阪大学大学院法学研究科及び法学部並びに大学院高等司法研究科と中国政法大学国際合作与交流

処との間における「学術交流に関する協定書」及び「学生交流に関する覚書」、並びに北京師範大学法学院及び刑事法律科学研究院

との間における「学術交流に関する協定書」及び「学生交流に関する覚書」の再締結のため、先方と協議を進め、文案を作成した。 
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